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青大豆「秋試緑2号」の育成経過と特性
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1　は　じ　め　に

秋田県の青大豆生産は，古くから自家用の生産が主で面

軌は僅かであったが，近年の消費者の国産志向や差別化商

品としてのニーズの高まりから．需要，栽培面積とも増加

してきている。1997年では認定品種の「秋試縁1号」l）を

中山こ100ha程度作付けされ．舌豆腐．アイスクリーム等

の地域特産品の原料として利用されている。この他に，子

実が極大粒で良品質な在来種の「昔日大豆」が栽培されて

いるが，極めて晩生で秋雨や降雪等に遭遇し，品質，収量

の年次変動が大きく，また草丈が良く倒伏しやすいため機

械収穫には不適である。このため肯大豆高品質安定生産に

は，成熟期が早く倒伏しにくい品種の導入が極めて重要で

ある。

「秋試緑2号」は「吉日大豆」の成熟期，草型を改良し

た品種で，1998年3月に品種登録の出願を済ませており今

後の普及が期待される。ここでは，本品種の育成経過と特

性について報告する。

なお，本品種の育成過程で，特性検定試験を東北農業試

験場大豆育種研究室，加工適性試験を秋田県総合食品研究

所食品工学担当の方々にご協力いただいた。ここに厚くお

礼申し上げる。

2　育　成　経　過

「秋試緑2号」は．1990年に在来挿「吉日大豆」の早生，

短茎化を育種目標として．農林水産省農業生物資源研究所

放射線育種場に依頼し，気乾種子約6kgへ榊Coを照射処理

し，M2で集団選抜LM3で個体選抜した後，M4以降に系

統育種法により選抜・育成したものである。1994年に「秋

豆G3」の系統番号を付し，生産力検定試験，県内の地域

青目大豆
（在来種）

図1「秋試練2号」の系譜

秋試練2号

適応性試験に供試した結果，成績が良好であったので，19

96年に「秋試縁2号」と系統名を付した（図1）。

3　特性の概要

育成地である秋田農式での生産力検定試験．東北農試大

豆育種研究室による特性検定試験，秋田県総合食品研究所

による加工適性試験及び秋田市（育成地），比内町．能代

市，太田町の県内4ヶ所での地域適応性試験等の結果に基

づき，新品種の特性を列記すると以下のとおりである（表

l）。

（1）成熟期は10月20Hで，吉日大豆より14日早く．秋試

緑1号より7日遅い「晩生」である。生態型は「ⅡC」．

伸育型は「有限」に分類される。

（2）主事長は94cmで吉日大豆より14cm短く「長」に分類

され，主茎節数は16．4節で百目大豆より2節少ない「中」

に分頓される。分枝数は4．5本で「中」に分類される。花

色は「紫」。

13）倒伏抵抗性は「中」で，青目大豆の「弱」より優れ

る。ダイズシストセンチュウ及びダイズモザイクウイルス

病抵抗性は「弱」に分類される。

14）a当たり子実収量は30．2kgの「多」で，青臼大豆の

27．0kgの「中」より優れ，秋試緑1号並である。粒の大小

は百拉垂が44．9gで「極大粒」に分現される。粒形は「扁

球」で，秋試練1号に比べて粒に丸みがあり．収穫後の機

械選別，調製が容易である。種皮の色は「緑」，臍の色は

「黒」であり，子葉の色は「緑」である。
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図2　地域別子実収員（1995～1997年）
注．グラフ内の数字は百目大豆との比
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表1生産力検定及び特性調査（育成地1995－1997年）

形質■）／品種名　　　　　　　「秋試縁2号」　　　　「吉日大豆」 」号緑試秋「

成熟期　　　　　　　　　　　　　　　　　晩生　　　　　　　　極晩生 中生
生態型　　　　　　　　　　　　　　　　　　ⅡC　　　　　　　　　　ⅡC　　　　　　　　　　Ⅱb
伸育型 有限　　　　　　　　　有限　　　　　　　　　有限
主茎長
主茎節数

分枝数
花　色

長

中

Ll】

紫

極長
多

中

紫

倒伏抵抗性　　　　　　　　　　　　　　　　　巾　　　　　　　　　　弱

ダイズシスト線虫抵抗性い　　　　　　　　　　弱　　　　　　　　　　弱
モザイクウイルス痛抵抗牲aJ　　　　　　　　　弱
子実収邑
粒の大小
粒　　形

種皮の色
臍の色

多

極大
扁球

緑
黒

中

極大

扁球
緑
黒

多

極大
扁楕円体
緑

黒
主茎長（cm）
主宰節数（節）
分枝数（本）
開花期
成熟期

94

16．4

4．5

7月29日

10月20日

108

18．4

5．0

8月4日

11月3日

75

15．5

4．0

7月26日
10月13日

百拉壱（ g）　　　　　　　　　　　　　　　　44．9　　　　　　　　　　44．2　　　　　　　　　　43．5
子実収員（kg／a）　　　　　　　　　　　　30．2　　　　　　　　　27．0　　　　　　　　　30．2
品　質　　　　　　　　　　　　　　　　　　上　　　　　　　　　中の上　　　　　　　　　上
注．1）：階級分けは種苗特性分短調査報告書「だいず」（1979年3月）による。
2）：1996年秋田農試育成，秋田県認定品種。
3）：評価は東北農業試験場人豆育種研究室特性検定試験結果による。

表2　豆腐加工適性試験

豆　　乳　　　　　　　　　　　オ　カ　ラ　　　　　　　　豆腐の破断強度
占乙　種　名　　　邑（g）　　租蛋白員（g） 量（g）　　粗蛋白員（g）　　　　　（g／Cの
秋試縁2号　　　　706　　　　　　30．7　　　　　　265　　　　　16．5　　　　　　　　　60．0
吉日大豆　　　　716　　　　　　32．6　　　　　　213　　　　　14．7　　　　　　　　　57．3
秋試緑1号　　　　656　　　　　　26．2　　　　　　274　　　　　　22．9　　　　　　　　　36．3
往．1996年秋田県総合食品研究所食品工学担当分析結果。大豆試料150g当たり。

（5）粒揃い等の品質は「L」で，昔日大豆の「中の上」

より優れ，秋試練1号並みである。

（6）県内の地域別適応性は，子実収星で青日大豆より10

－30％程度増加し，県内全域（平坦地）に適する（図2）。

（7）豆腐加工通性は．オカラ量は多いが，オカうに残る

粗蛋白含員が少ない∴豆腐の破断強度も高いことから，吉

日人豆膿みに優れる（表2）。

4　ま　　と　　め

青大豆「秋試縁2号」は，在来種「古口大豆」の気乾樽

子にγ線を照射して帝成した晩生の突然変異系統である。

成熟期が「秋試縁1号」と「吉日大豆」の中間であること

から，「秋試縁2号」を導入した場合は．収穫期の分散に

よる作業軽減と，早期収穫による高品質安定生産が図られ

る。

栽培上の留意点としては，ダイズシストセンチュウ発生

圃場への作付けは避け，適正な輪作のもとで栽培を行い，

ダイズモザイクウイルス病の多発地帯ではアプラムシの防

除に努める。
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